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5 )空間的近共鳴効果に関しては、時間的近共鳴効果の場合と同じ 2 つの波形変形モデルにリプルの成長を半解析的
に重畳し、全体としてのイオン化率をリプルのピークと谷におけるイオン化率の単純平均として与えることによ
り、シミュレーション結果をよく再現しうる結果を得て、リプルのピークではレーザ一光強度が大きくなるもの
の飽和強度より充分大きな強度であるためイオン化率の増大はピーク強度の増大に比べて小さく、一方リプルの
谷ではレーザー強度の減少が大きなイオン化率の減少をもたらし、平均としてのイオン化率の低下を招くことを
明らかにしている o また、規格化伝播距離に対してリプルの成長率を表現したとき、成長率は入射レーザ一光強
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度や近共鳴係数に依存するだけでなくレーザーパルス幅にも比例することを指摘し、イオン化特性の劣化に及ぼ
す空間的近共鳴効果の影響がパルス幅の長いレーザーほど大きくなるというシミュレーション結果を説明できる
ことを明らかにしている。
以上のように、本論文は原子法レーザ一同位体分離システムにおける光イオン化特性を解析するためのモデル解析
手法を提唱し、その有効性をシミュレーション結果との比較により実証しており、レーザー工学、ならびに原子力工
学の発展に寄与するところが大きし、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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